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いと思われる o 本論文は，ニーチェの主要テクストの堅実で綿密な読解をもとに， <子供〉のメタファ一群を分析し
ていく形でその取り組みに参加している点で固有の着眼を示しており，それだけでもすでに小さからぬ貢献をニーチェ
研究に対してなしているといってよ L、。さらに，その分析作業の過程で本論文はさまざまな研究成果を示したが，そ
のうちでも，ニーチェの思想における否定性のメカニズムへのきわめて細やかな理解が特筆に値するO すなわち，病
者の光学，賂蛇の精神や奴隷道徳など，一見するとたんなる受動性として否定的にのみ叙述されているように思われ
る事柄が， じつは「受動の中の能動」を生み出す決定的な展開の契機として，力への意志のこの全体的プロセスのた
めに不可欠で枢要な位置を占めていることが，鋭く浮き彫りにされているのであるo ドゥルーズの見解に抗して，ニー
チェにおける否定性の契機が浮き彫りにされた結果として， これをたとえばへーゲル弁証法における否定性と比較し，
否定性の問題系の哲学的射程を明らかにする通路が聞かれたことを，本論文の大きな研究成果のひとつにあげてよい
であろう。
以上のような優れた成果にもかかわらず，若干の疑問点が残らないわけではない。たとえば，なにゆえにく子供〉
のメタファ一群を考究することがニーチェの中心主題の解明にとって不可欠であるのかという方法論上の論点は，い
くつかの注意深い立論にもかかわらず，結果において十二分に立証されているとはいいがたし、。また，力への意志と
いう中心概念につながる「意志」の理解に関しても，疑問が残らないわけではな L、。ニーチェは真理概念は批判しで
も，真理を形成する「意志」は再評価したのだという本論文の指摘は鋭いと思われるが，ニーチェは基本的には意志
の形而上学を出ていないというハイデガーのきわめて射程の大きい解釈に，十分対決したうえでその指摘がなされて
いるとはいいがた ~)o
しかしこれらの問題点は，本論文が切り開いた地平上でこそさらに綿密な考究が可能となる類のもので，本論文の
すぐれた成果を損なうものではない。よって，本審査委員会は本論文を博士(文学)の学位を授与するに十分な価値
を有するものと認定する。
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